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研究成果の概要（和文）：HSP27蛋白質による新規脳梗塞治療の臨床応用のための大量均一

な活性型 HSP27 の産生法を確立するための研究をおこなった。大腸菌に過剰発現させ精

製した脱リン酸化HSP27は脳保護活性が低いため大腸菌より合成したHSP27蛋白質をリ

ン酸化修飾し、脳保護効果のある活性型リン酸化 HSP27 蛋白質を合成した。マウス脳梗

塞モデルの再還流１時間後投与にて対照群に比し脳梗塞巣が 52%に抑制された。大腸菌で

大量生産した合成HSP27蛋白質を in vitroでリン酸化することにより活性型HSP27が大

量合成可能であることが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）：We examined the method of producing activated recombinant HSP27 for 

future clinical application of the new cerebral infarction treatment by HSP27 protein. 

Dephosphorylated recombinant HSP27 which made and purified from Escherichia coli had low 

brain protection activity. The recombinant HSP27 protein was phosphorylated. Phosphorylated 

recombinant HSP27 had brain protection. Infarct volume was reduced by 52% in stroke model 
mice when phosphorylated recombinant HSP27 was administered.  We developed the method of 

mass-producing activated phosphoryled recombinant HSP27 in vitro. 
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１．研究開始当初の背景 
脳梗塞を主体とする脳血管疾患は我が国の
死因の第３位、寝たきりの原因の第１位で
あり、新規脳梗塞治療薬の開発が急務であ
る。また全医療費の実に１割近くが脳卒中
診療に費やされており、新規脳梗塞治療薬
の開発が医療経済に及ぼす影響もはかり知
れない。脳梗塞は、脳血流低下によって種々
の傷害機序がドミノ式に生じ、脳損傷が虚
血中心部から虚血周辺部に損傷が拡大して
いく進行性の疾患である（神谷, 阿部 臨

床神経，51：305－315，2011）。障害される
細胞も神経、グリア、血管内皮細胞等多岐
に渡り、細胞障害機序もアポトーシス、ネ
クローシス、酸化的ストレス、炎症に伴う
もの等複雑なメカニズムが関与している。
しかしながら現在脳梗塞急性期の治療薬は
脳血流改善を主体とした抗血小板剤、抗凝
固剤、抗血栓溶解剤である。細胞保護薬と
して使用可能な薬剤はエダラボンのみで、
治療上不十分である。さらに現在までに虚
血モデル動物を用いて神経細胞保護を目的
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に開発された脳梗塞治療薬は臨床試験にお
いて十分な効果が得られておらず、画期的
な新脳保護薬が近々登場する可能性も少な
い (Ginsberg et al. Neuropharmacology. 55, 
363-389 2008)。申請者らは新しい観点から
の急性期脳梗塞治療薬の必要性を感じ、
2004 年より多機能細胞死抑制物質を条件
として脳梗塞治療薬の探索してきた。その
中で申請者らが以前抗細胞死抑制効果のあ
ることを報告したHSP27が(Shimura H et al. 
J Biol Chem. 2004)、虚血モデルにおいて
強力な脳保護作用を示すことが判明した。
今後ヒト臨床応用のための汎用性を得るた
め、大腸菌で合成した HSP27 を in vitro
でリン酸化し活性型 HSP27 を作成し、将来
の臨床試験に備える。 
２．研究の目的 
脳虚血モデルにおいて脳保護効果のある活
性型合成 HSP27 蛋白質を作成する。非修飾
HSP27 をリン酸化酵素でリン酸化後、脳虚
血モデルに投与し、脳保護効果を確認する。 
３．研究の方法 
大腸菌で合成・精製したHSP27蛋白質を
リン酸化酵素でリン酸化修飾し、虚血モデ
ルにおいて脳保護効果のある活性型リン酸
化 HSP27蛋白質を作成法を確立する。 
４．研究成果 
大腸菌に過剰発現させ精製した脱リン酸化
HSP27 は脳保護活性が低いため大腸菌よ
り合成した HSP27 蛋白質をリン酸化酵素
でリン酸化修飾し、虚血モデルにおいて脳
保護効果のある活性型リン酸化 HSP27 蛋
白 質 の 合 成 し た 。 合 成 HSP27 を
MAPK-activated protein kinase-2 で in 
vitroでリン酸化した。HSP27 Ser15, 78, 
82がリン酸化された。マウス１時間一過性
脳虚血再還流モデルに再還流１時間後投与
にて牛血清アルブミンを投与した対照群に
比し脳梗塞巣が 52%に抑制された。このこ
とより大腸菌で大量生産した合成 HSP27
蛋白質を in vitroでリン酸化することによ
り汎用性のあるリン酸化 HSP27 が大量合
成可能であることが分かった。 
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